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特別損失の計上に関するお知らせ 

当社は、平成２４年３月期決算(平成２３年４月１日～平成２４年３月３１日)において、下記のとおり特別損

失を計上いたしましたので、お知らせいたします。 

記 

１．特別損失の内容 

災害による損失１億４３百万円、寄付金１億円、たな卸資産廃棄損７５百万円を特別損失に計上いたしまし

た。その内訳は、下記のとおりであります。なお、（１）の「船引事業所の復旧費用」、及び「被災地等への支

援物資の寄贈」につきましては、平成２３年１１月２日付の「特別損失計上に関するお知らせ」にて、また（２）

の「寄付金」につきましては、平成２４年３月２８日付の「福島県災害復旧・復興事業への寄付金拠出のお知

らせ」にて公表済であります。 
 

（１）災害による損失 
１）生産拠点に関する復旧費用 
  東日本大震災により建物等に被害を受けたことに伴い、以下の復旧費用が発生しました。 

①当社船引事業所（福島県田村市）の外構、建物及び設備の一部に破損が発生しました。その復旧に係

る費用は８８百万円であります。 
②当社埼玉事業所（埼玉県さいたま市）の建物の一部に破損が発生しました。その復旧に係る費用は１

８百万円であります。 
③当社の譲渡済の旧本社（東京都千代田区）の建物の一部に破損が発生しました。その復旧に係る費用

は１６百万円であります。 
２）被災地等への支援物資の寄贈 

東日本大震災の被災者の皆様及び被災地の復興に役立てていただくため、当社の呼吸用保護具及び商

品を寄贈いたしました。その金額は１９百万円であります。 
 

（２）寄付金 

   当社は福島県田村市に主力生産拠点である船引事業所を有することから、福島県が取り組んでおります東

日本大震災及び原子力災害からの復旧・復興事業を支援するため、平成２４年３月２８日に福島県へ１億円

の寄付金を拠出しました。 

 

（３）たな卸資産廃棄損 

   原子力発電所向け製品の受注見通しを含めた今後の受注動向を踏まえると、相当程度の受注減少が避けら

れず、結果として、たな卸資産の一部（防毒マスクの材料及びその他マスク製品等）が過大になると見込ま

れるため、廃棄しました。廃棄金額は７５百万円であります。 

 

 



２．業績に与える影響 
上記の特別損失が平成２４年３月期決算に与える影響につきましては、本日発表いたしました「平成２４年

３月期決算短信［日本基準］（非連結）」をご参照ください。 

 

 

以  上 


